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容のみを分析の対象としたため、今後、これら
を含めた分析方法について検討する必要がある。
二つ目は、分析にあたっての文章の区切り方に
ついてである。文章の区切り方は、基本的には
句点から句点までを一文として考えたが、定義
や理由等、文章をつなげなければ意味をなさな
いものは、それを－まとまりにした。文章のま
とまりをどう区切るかによって、分析上、自己
組織化マップの結果が多少異なるため、この区
切り方についても今後検討する必要がある。
5)佐藤明子・高橋治・菊地洋一・村上祐：「イオン学
習の適時性一教科書の国際比較に基づいて－｣、理
科教育学研究、VbL46、ＮＯ２、21-28,2006
6)片平克弘・高野恒雄・長洲南海男：「モル概念の定
義と必要性に関する教科書記述の分析及び生徒の
意識調査一モル概念指導のための基礎的資料とし
て－｣、日本理科教育学会研究紀要、VbI28、Nol、
27-34,1987
7)中山迅・猿田祐嗣・川崎謙：「日本の小学校理科教
科書に見られる観察と結論の導出のあり方一第４
学年の動物や植物にかかわる内容について－｣、日
本理科教育学会全国大会発表論文集第５号、７５，
２００７
８)広瀬正美、大森雅彦、橋本健夫：「教科書の内容の
数量化の－方法について｣、日本理科教育学会研究
紀要、VbL26、No.3,41-48,1986
9)Ⅲコホネン「自己組織化マップ｣、シュプリンガー・
フエアラーク東京、’02-171,1996
10)松原道男：「自己組織化マップを用いた理科授業分
析(1)－中学校「電流」単元を例にして－｣、日本理
科教育学会全国大会発表論文集第５号、354,2007
11)徳高平蔵他監修：「自己組織化マップ応用事例集
ＳＯＭによる可視化情報処理｣、海文堂、97-99,2002
参考文献
l)吉田棹：「学習とイメージ｣、78-79,1987,初教出
版
2)松原静郎：「中学校理科における指導法の改善への
提言｣、理科の教育、Vbl48、No.563,56-59,1999
3)猿田祐嗣:｢科学的論述力と指導法との関連について
－国際数学・理科教育動向調査(TIMSS)の国際比較
データから－｣、日本科学教育学会年会論文集28,
537-538,2004
4)久田隆基：「程度や量の強弱・大小などを表すこと
ばの小学校理科教科書における使用の実態｣、日本
理科教育学会研究紀要、Ｖ01.25、NO2、35-42,1984
